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No．5(昭和６３年３月)

分類コ－ド 02－03農業の新しい技術
熊本県農政部

大豆の早播栽培
県農業試験場 畑作部（現、農研センター農産園芸研究所作物部）

研究のねらい

本県の大豆の播種適期は、７月上旬から７月中旬の間であるが、この時期は梅雨の末期

にあたり、集中豪雨の発生頻度が高いので、転換畑では播種作業が安定的に行えない。こ

のため、晩播となって植物体が大きくならず低収となり、収量が安定しない大きな原因と

なっている。そのため、天候が比較的に安定し、計画的に播種作業が行える梅雨前に大豆

を播種する早播栽培の試験を行った。

研究の成果

． 、 。１ 早播栽培に使用する品種は 現在県下に広く普及しているフクユタカが適している

次図のように、平坦地から中山間地では６月上旬、山間高冷地では５月中旬に播種

することによって、標準播栽培程度の 当り の収量が期待できる。したが10a 300kg

って、播種の準備を早めに行い上記の時期になったら天候や田植等の他の農作業を

みながら早めに播種することが重要である。

10a２．早播栽培におけるフクユタカの栽植密度は平坦地・中山間地、山間高冷地とも

当たり ～ 本が適当で、湿潤あるいは肥沃な圃場では疎植とする。8,000 11,000

３．早播栽培では標準播栽培に比べて、大豆の生育量が２～３倍となるので培土を徹底

して倒伏防止に努める必要がある。培土は、倒伏防止や雑草に対して有効であるば

かりでなく、梅雨時では停滞水の排水路や、梅雨明け後の干ばつに際しては畦間潅

水の潅水路となる。

４．早播栽培では、開花期が標準播栽培の８月下旬よりも早く８月上旬となり、着莢期

がカメムシ等の莢実害虫の発生盛期と重なるので、ハスモンヨトウ等の食葉性害虫

の発生が少なくてもこの頃から防除を開始する。
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図１ フクユタカの播種期と生育ステージ
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図２ フクユタカの播種期と収量
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